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長野高校陸ｔ班は、

3年生６名が引退し、

１・ ２年生２５名で

活動しております。

普段の練習は、 |毒罰

市営陸上競技場を使

用させていただき、

週に １回本校にて

ウェイトトレーニ ン

グを行うことを基本

にしています。

本校はウエイトト

レーニングの器具が

充実しており、 意ま

れだ練習環境のなか

、

活動できることをありがたく思っております。

また、ここ２年程で部員数が増え、活気ある練習
が少しずつではありますが、できるようになってき
たと思われます。周辺の高校に比べ、比較的部員数
が多くなってきているのは、昨年度より導入されま
しだ前期選抜入試と関係があるかと思われます。今
後も１学年に１０名以上の部員が確保できていけた
らと願っています。

本校の陸上班の生徒達は、学業とクラブ活動にバ
ランスよく時間を使い、気持ちを器用に切り換えて

充実した高校生活を送っています。このような高校
生活を送るなかで、生徒達はよりよい競技成績を得
るだめにはどんなことが必要なのか、自分なりの考

えをしっかりと持ち、クラブ活動に取り組んでいま

す。また私自身、生徒達には自らの意志で練習し、

「練習はやらされているのではない」という意識を
大切にクラブ活動に取り組んでいって欲しいという

思いがあります。そのだめ、練習内容は、パート長

と話し合いながら決定していくようにしています。

このことが、記録向上へ更には上位大会出場へとつ
ながっていって欲しいと願っています。

最後になりましたが、長野市陸上競技協会の皆様
には大会運営等、大変お世話になり、感謝申し上げ
ます。部員共々皆様の期待に応えるべく練習に励ん

でいきたいと思います。今後ともよろしくお願いい
たします。長野高校陸上班顧問内山みのり

編 鶴総 鎚
平成１７年度８月の要覧行事日程表等を確認しただけでも
全国高校（千葉）８月２日（火）～６日（±）
世界陸上（ヘルシンキ）８月６日（土）～１４日（日）
全国中学校体育大会（岐阜）８月１９日（金）～２２日（月）
北信選手権（長野市）８月20日（土）～２１日（日）
東海選手権（松本市）８月27日（土）～２８日（日）
まずは世界陸上。為末（400ｍ障害）胴メダルを獲得。実力

的には８位だと謙虚な態度。しかし、そのレース後半の追込み
には感動した。次に男子マラソン。尾方（中国電力）が胴メダ
ルを獲得。高岡寿成も後半頑張って４位に入賞した。女子マラ
ソン、ラドクリフ（英国）に積極果敢に挑んだ原裕美子（京セ
ラ）６位入賞。脈拍は普通の方でも６０，原選手は１分間で
３０台後半とのこと。この鋼の心臓には、ただ驚くばかり、び
っくりした。長野市民新聞を読んでいたら、松代中２年加藤未
有選手（写真入）女子１５００，，８/11付。広徳中３年佐々 木健
太選手（写真入）男子1500ｍ、3000ｍ。共にあるいは他の出
場選手、全国大会でベストタイムが出る様に祈っている。８/１３
付。山本晴美選手、日本選手権で女子やり投優勝、２連覇達成。
その甲斐有ってアジア選手権（9/1～9/4）韓国の仁川、日本代
表に決定したとのこと。リラックスしてベスト記録をねらって
欲しいと期待する。９月になると秋の気配、まさにスポーツの
秋晴れと続く。選手や競技役員の益々 のご健勝とご活躍を祈念
致しております。平成17年９月吉日広報部長若松軍蔵
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『 第89回日本選手権大会が、６月２日から５日まで、
国立競技場で行なわれ、山本選手が、やり投げにおい
て、５２ｍ８５の記録で３回目２連覇の偉業を達成さ
れました。

誠におめでとうございます。

この優勝で９月１日から４日まで韓国の仁川で行な

われる第１６回アジア選手権大会の日本代表選手に選
ばれました。ご健闘を心よりお祈り申し上げます。
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やり投を始めてから１６年目。もう

３１歳になってしまいました。始めだ
高校生の頃はこんな歳までするなんて
想像もしていませんでしだ。
きっかけは、中学生の時に、ボール

投げという競技のジュニアオリンピッ
ク大会で３位になつだことで、自分の
肩の強さが自信になったからでした。
やり投を始めるからにはインターハ

イで優勝することを目標に日々トレー
ニングに打ち込み、家に帰るのは寝る
だけ？の毎日だったのを覚えています｡
目標にしていたインターハイでの優

勝は４位にとどまり、大学で今度こそ

鯉本一になる決心をし､更なるﾄﾚー．－ングに打ち込みました。

大学では、インターハイで優勝した
三宅貴子（日本記録保持者）と一緒に
なり、常に三宅と比較されるようにな
り、いつか三宅を越えて優勝するよう
になれればと思っていました。念願が７になれればと思っていました。念願がかなって４年生
の時にインターカレッジで優勝することができ、高校・
大学と区別のない本当の日本一になることを目標に社
会人になってからも努力を重ねてきました。
コーチがいない中、初めて日本選手権をとつだのは

社会人２年目でした。練習環境や心身ともに充実して
いたわけではないけれど、夢中でとった優勝だと思っ
ています。

それからグングンと成長していくはずの体が悲鳴を
あげはじめて、もうやめないといけないと思い始めた
去年、最後のオリンピック挑戦だということもあり、
何とか優勝だけはすることができました。オリンピッ
クに行く夢は叶えられませんでしたが、これで第一線
を退く気持ちになれました。
今年はもう１つ行なっているボブスレー競技がとて

も大事な年になるので、今シーズンはボブスレーより

－１－

で練習を進めていました。ボブスレー
遠征中に怪我をした腰の調子がとても
悪く、本格的にやり投の練習を始めだ
のは、４月に入ってからだっだので、

春先に行なわれる春季サーキットも出
場するのはやめて、５月の試合から出
場するといういつもより遅いスタート
になりました。日本選手権に出場する

資格があるうちは出場しようと思って
いたのでエントリーしましたが、優勝

するつもりで出場はしませんでしだ。
試合に出るからにはもちろん、今の

持っている力は全て出し切る気持ちで
いました。しかし、今の体の状態では
６投すべて良い状態で投げられるとは
とても思えなかったので、１投目で思
いっきり投げてそれで駄目なら仕方な
いと思っていましたが、その１投目が
優勝記録になり２連覇となりましだ。

とても胸を張って２連覇したという記録でもないし

優勝できるような気持ちで望んだわけでもないのでと
ても複雑な気持ちですが「優勝は１人しかいない」と
言う友達の言葉に、優勝と２連覇を素直に受け止める
ことにしました。

よく考えてみると１６年の間で３回の優勝をしたの
はとても信じられません。全てラッキーな優勝ですが
こんなに長い間競技を続けてこれだ上に３回も一番高
い所に立てて、こんな幸せなことはないなあ～って今
になって思います。まだまだ競技は続けたいと思って
いるので、これからも日々努力をかかさずに練習をし
ていきたいと思います。いつでもどこでも常に応援し
てくれる両親や今まで私にご支援をいだだいた全ての
人に感謝しつつ。秋の国体は日本選手権でのラッキー
な運を味方につけて一番高い所に立てるよう頑張りた
いと思っています。
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長野市陸協理事長浦野義忠

が紹介されだ。

祝宴に入り、パンフレットを準備してくれた長野陸
協掛川強化部長が進行を担当、山本市体協専務理事・
伝田体育課長・藤本審判委員長・前玉城・有賀普及強
化委員長等ユーモアある話をしていただき、和やかな
雰囲気で宴は盛り上がりをみせ、長野陸協千代副会長

:霧瀞毒鴬索鴬謬
一郷の思いで真骨頂を発揮してもらいたい。
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」市町村駅伝市長 表敬訪問
1,-←--■一

一？一

… 里奉＝

信州大学本田高志

これまで、私は市長のような目上の方とお会いしだ

経験はなく、今回の訪問は、行政に身を置き、日々努
力してくださっている方々を身近に感じる上でも、良

い経験となったと思います。市長にこれからの目標と
して掲げさせていただきましたように、次は年内の県

縦断駅伝において、同様の良い結果の報告ができます
よう、日々練習に励んでいこうと決意し、それを実行
していこうと思いましだ。

初めて出場させていただいた市町村対抗駅伝におい

て、優勝という素晴らしい結果を残すことができ、そ

の結果を市長へ直接報告できる機会を頂き、喜びを感
じておりました。しかし、初めて市長のもとへ訪問す

るということで、どのようなことが行われるのか緊張
していました。しかし、市長は終始笑顔で、私たちの

結果報告や個々の走った感想を聞いてくださり、また

同時に行われだ小学生駅伝の選手たちの微笑ましい姿
を見ていて緊張も徐々に解けていきました。
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全国中学総体に出場して
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松代中学校２年加藤末有

龍蕊灘窺雲肇割霊悪悔
たが、結果は自己ベストから７秒も遅い、予選３組目

の中で１１位の結果でした。もっと先頭についていき
たかつだ、決勝にも進みたかつだ、みんな応援してく
れたのにと、'悔しさで一杯になりましだ。けれど、か
けがえのない経験ができましだ。来年も全中に行き、
今度こそ決勝のゴールを走り抜けだいです。

全国大会へ出場したいという夢が現実になったのは

７月にあった通信大会のときでした。県大会で１位に
なり、標準記録を突破した３年生の小田切さんの頑張
った姿に、私も全中に行きたい、絶対に行くぞ！とい

う気持ちになりました。そして、つかんだ全国大会へ
の切符。嬉しくて、嬉しくて、夢のようでした。しか

し、嬉しさで迎えた全国大会は、大きなプレッシャー
と緊張感で押しつぶされそうでした。全中で走れるこ
とが幸せなんだ、私は私らしく走ればいいんだ、そう
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祝賀会盛大に開催投日本選手権２連覇達成山本晴美選手女子やり

高校の大会は春と秋の２回行われていましだ。出したことなど、まだ、北海道国体に出場のため専
春は長野工業（現八十二銀行本店）、秋は須坂西門種目でない400ｍを走って５１秒５で勝って県記
（現須坂高）の300ｍのグランドでした。私は競録でした。

技部に入部早々でしだが、100ｍ、200ｍ、400Ｈ選手生活１５年位でしたが、短距離で過し後に投
に出場することになりましだ。初めての大会でし郷（砲丸）でした。選手、審判員として過した今日
たが、あまり緊張がありませんでしたが、１日の５５年にもなっていました。長かったようで振り返
出場種目が多くて大変でした。３種目で予選・準って見ると昨日のことのような気がします。
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第８９回日本選手権チャンピオンに輝いた山本晴美

選手の祝賀会が７月９日（土）長野県選手権の初日、
５０数名の参加者の中、盛大に開催されだ。

開会の挨拶で、城田長野陸協理事長が「良く頑張っ
てくれた。アジア選手権には日本代表に選ばれるだろ
う」と労をねぎらい、発起人を代表して恩師でもある
長野市陸協伊藤会長が出席者へのお礼と山本選手のプ
ロフィール、岡山秋季国体での活躍を期待する、暖か
い挨拶をした。その後、小口副会長が長野陸協を代表
して挨拶をし、濃市議の祝辞、大和副会長より祝金贈
呈、長野陸協普及強化部春原夕子先生から花束贈呈、

の(い ｅ
第 ８回 長野市陸上競技協会副会長山本晴雄

～

決・決勝と休む暇もなく昼食も
できない程一日走っていました。

２６年の春の大会で、200ｍ

２４秒００、大会新記録で自分

でも思ってもいない記録で優勝、
これで人生競技生活に入ってし
まっだ。

社会人になって数々の大会に
出場して、思い出深い大会は、
多々ありますが、特に思い出に

残っている国体（北海道）実業
団大会（大阪）勤労者大会（岡

山）等（連続１０回出場で表彰
された）国鉄大会（平和台）で
の200ｍ２２秒８の県記録を

年

そして、山本選手が感謝とお礼のことば

を言った。１６歳から始めたやり投げが

継続できているのは、中学時代の山田良
徳先生の指導、特異な練習法で基礎トレ

ーニングを中心とした高校時代、競技生
活１６年間継続してこれたのは、中・高

校で基礎を築いてくれだ先生のお陰と感

謝を述べ、秋の国体では優勝を目指した

いと、力強く宣言してくれだ。

公用のため、遅れて見えだ鴬沢長野市

長が、祝いの挨拶の中で、「山本晴美さ

んには８月６日のびんずる祭りに善光寺

からスタートする踊り連の先頭を歩いて
もらいたい」と、コメントした。後に、

６日（土）有言実行、祭りのセレモニー

の中で、日本選手権２連覇のアナウンス
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